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２）－５．イタリアにおける歴史的な組積造建築とＲＣ建築の構造・材料と修復に関する調査 

研究期間（H18～20） 

［担当者］濱崎 仁 

本研究は、文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（A））の採択課題として実施する研究であり、名古屋市立大学

大学院芸術工学研究科青木孝義准教授と共同で実施するものである。本研究では、イタリア国内での歴史的な構造物

（組積造・RC 造）の構造や材料に関する現地調査を行うとともに、調査手法の開発や補修方法の提案を行い、我が国

における歴史的構造物の保存・修復等へのフィードバック等を目的としている。 

平成 20 年度においては、イタリアシチリア島にある、飛行船格納庫（RC 造）において、衝撃弾性波による部材健全

度の評価手法の適用、飛来塩分の高さ方向分布を得るための微破壊試験等を行った。ピエモンテ州ヴィコフォルテ教会

堂においては、変形性上等のモニタリング調査、補修箇所の安全性の確認等を行った。また、パドヴァ市およびその周

辺においては、歴史的建造物の保存プロジェクトの調査およびサンプル採取等を行い、保存後の活用方策等についての

調査を行った。また、これまでの調査のとりまとめとして、調査結果のとりまとめ、微破壊試験、非破壊試験を適用し

た調査方法の提案等を行った。 

 


